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緊張時における状況不安と機抽数との関係

`The Relationship beti〃een a State Anxiety

and the Heart Rates in a State of Tension

1。は じ め に

緊張場面における 「あが り」「不安J「 徴候(心

理 ・生理的 )_1等の実態を捉え_ckうとする研究を

みると、主に質問紙等を用いた研究
1)7)11)12)15)19)

が多くみられるの しかしヽ 「あがり_|「不安」 「徴

候」等の調査は主に対象者本人の主観に委ねらオ1/

ており、それらの程度は個人によって差異がみら

オLることも考えられる。 このようなことから、月図

波、心拍、呼吸、GSR、 血圧等を客観的な指標

として、生理学的手法によって、緊張場面を提え

ようとする実験等
6)9)10)16)17)18)豹)21)も

試みられ

ている.亀 谷
9)ら

は、女子学生 を対象 に、電気ショ

ックによる人為的な緊張 (あ が り)場 面を設定 し、

脳波、微細振動、GSR、 指尖脈波、呼吸等 を指

標 とヒ/て分析 した結果、 「あが り_lσ)状態につい

ては、自律神経の興奮、人号R支質の算l奮とい・」た

生理的変化があったことを1旨受 ヒンてt る`I まrl、

山岡
創)ら

は、弓道の昇段 及び書T範の試■「
二
11■お。

て、呼吸数、脈拍数、血圧等 を洪1定した|∵il、三

現象とも試合前の方が試合後よ りも増σン=l」を _1

す ものが多い」 と報告 してお り、池田
り|ら

|ま、主

手の試合中の心拍数を分析 した結果、試午 it、試

合中、試合後の何れ も日常に比べかな り1つ増tコが

み られたことか ら 「試合の場の精神的負荷が大き

いJこ とを指摘 している。このように精神的緊張

状態では自律神経や大脳皮質の活動水準が高まる

ことが明らかにされている。 しかし、「緊例  「あ

が り」 「不安」等の 「内容Jや 「程度」 と脳波、

心拍等の生理的変イヒとの関係についての研究伊1は

多 くはみられないようである。

本研究 グループ
2)3)4)13)14)は

これまでに、運転

免許仮検定時を緊張場面に設定 し、心拍数を客観

的指標 とヒノて、受験者
・の態度 (あ が り意識等 )等

と仰関係について分IFl t/てきた。その結果、運転

免許仮検定時の心拍数は練習時に比べかな りの増

加がみられることが判明した。また、 「あが り」

意識 を早 くか ら持っていた者、 「あが り」に対す

る気が力)りやF]常11三活で |~あ力ゞ り」の程度が強い

者は仮検定当日の心l白数が高 く、安静時か らの増

加数 (差 )も多 くなってお り、心拍数が 「あがり」

等の精神的緊張の客観的な一指標 と成 り得 ること

を示唆 してきた。

そこで今l「llは運転免許1仮検定時での受験者の状

況不安 と心ま「J数との関係を分析す ることによって、

′己ヽ1自数が状況 イ〈安等の客観||りな一指標 と成 り得る

かにつt てヽ検討を加 えたので報告 したい。

24方  法

1   1∫̀́::1:ミ1三`i可誇f::」1占]

二111三=ttlよ|イ暫日6に「二月～11月であ り、山形、

十F:|〔、東京、千葉、神奈り||、|11梨県等の公認 自動

車教習学校での受験生 203名 (男 ∫185名 ・女子

18名)を研究対象 としているが、今回は状況不安

と心拍数 との関係 を中心に分析 したため、仮検定

当日で心拍数の洪1定が百J能であった、男子37名を

対象 とtノたO但 し、状況不安 (CSA正 一-2)の因子

分析は男子 185名 を対象 として行った。

2)調 査 (洪J定 )及 び内容

(1)被験者に対 して、心fFt数洪1定、状況不安調査

(CSA1 2)、 人格検査 (1_6PF)、属性調査、仮

検定時での態度調査及び徴候調査を実施 した。不

安調査は仮検定の約45分～ 1時 間前に、属性、態
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度及び徴候調査は仮検定試験終了後に調査 した。

(a心拍数は仮検定当日の受験者集合時間の約15

分前から仮検定試験終了後約30分まで継続 して測

定 した。また、安静時の心拍数は仮検定 日以外の

朝食前に測定 した ものを用いた。測定機器は、H.

R.メ モ リ MAC(ヴ ァイン社 )を使用 し、胸部

誘導によって心拍数を測定 した。

③状況不安の調査は、橋本
5)ら

による日本語版

「CSAl-2(オ リジナルは、R.Martensら の

作成 )」 を本研究に合致するように修正 した もの

を使用 し、各項目 (27項 目 )と もに 「全くそうで

ない」 ・「少 しはそうである」 。「かな りそうで

ある」 ・「全 くそうである」の 4尺 度によって調

査 された。

3)分 析方法

(1)心拍数の測定結果 を仮検定の説明時 (以 下、

説明時 )約30～50分間、仮検定直前の後部座席時

(以 下、後部席時 )約12分間、仮検定時 (以下、

検定時 )約10～12分間、検定終了 5分 後 (以 下、

表 l CSAI-2(仮 検定用に修正)項 目の度数

終了時 )の 5分 間について集計した。その集計結

果を基に、仮検定当日(説明時～終了時 )の平均

心拍数、安静時心拍数から各測定時にかけての増

加数 (差 )及 び上昇率、検定当日の各測定時相互

の増加数 (差 )または減少数 (差 )を求めた。な

お、心拍数は10秒間隔によって採集 したものを1

分間値に換算して用いた。

(a CSAI-2(27項 目 )の項目と度数は表 1に示

した。但し、今回は被験者の数が少ない関係から

「かなりそうである」と 「全くそうである」をま

とめ3尺 寛 (「ポジティブ」 「少しはそうである」

「ネガティブコ )で比較した。

また、CSAI-2を 因子分析 (対象 185名を主

因子法、バ
'マ

ノクス回転 )した。その結果、 4

因子を抽出した (表 2)。 4因子毎に項目の得点

(個人得点 )を合計し、その平均値を基にして

「低得点群 (以下、L群 )」 。「平均得点群 (以

下、M群 )_ 。~≡
得■、群 (以下、H群 )」の3

群に分類、心拍事とのクロス集計を行った。各因

子における各詳の変数は表 3に 示した。

但 し、CSAI-2の 各項目の得点は、緊張や不

安の程度が強しヽ者、又は、自信のない者、 リラッ

クスしていない者、すなわち、一般的にネガティ

ブと評価されるものに高得点を与えるようにしたの

③今回は、主に分■方法(1)によって求められた

心拍数を分析方法(DのCSA正 -2(27項 目 )及 び

因子分析結果等によってクロス集計し、平均値を

求め自動車免許仮検定時における心拍数と状況不

安等の関係について分析を加えた。

④平均値の差の検定は主にt検定を用いた。但

し、分散に差がみられたものについては、コクラ

ン ・コックス法
8り

用いた。

項 目

~｀ ｀ ~｀ 区 分
ブ

ジ

イ

ポ

テ 少 し ブ

ネガ
ブ イ

検定への気がかり
あがり
気持ちのゆとり
自信のなさ
イライラ

精神的ここちよさ
運転操作への気がかり
身体の緊張
自信
不合格への気がかり
胃の緊張
安心した気分
ミスに対する気がかり
身体的リラックス

心の準備
下手な運転への気がかり
心臓の鼓動
上手な運転操作への自信
目標達成への不安
胃のむかつき
精神的リラックス

他者への気がかり
手の汗ばみ
目標達成への自信
精神的集中への不安
身体の国さ
合格への自信

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ
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６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７
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表2 CSAI-2(仮 検定用に修正)の 回転後の因子負荷量

N=185

項定因 子

安不
り

の
か

さ
き
　
　
　
　
　
　
へ
が

た
つ
　
み
動
　
張
　
中
気

か
力
張
ば
鼓
　
緊
ラ
集

の

の
ム
緊
汗
の
り
の
イ
的

へ

体
の
の
の
臓
が
体
ラ
神
者

身
胃
胃
手
心
あ
身
イ
精
他

緊

;長

一一一一ロ
自

信
　
の

自

作

の
信
操

へ
自
転
　
　
さ

成

の
運
　
備
な

達

へ
な

準

の

標
格
手
信

の
信

目
合
上
自
心
自

カ

り
　
　
　
が

か
り
り
　
気

が
か
か
　
の

気
が
が
安

へ
り

る
気
気
不
作
か

す
の
る
の
操
が

対

へ
す

へ
転
気

に
作
対
成
運
の

格
操
に
達
な
へ

合
転
ス
標
手
定

不
運
ミ
ロ
下
検

一一

神
体
持
神
心

一　

散

喘］噺嘲【
一　分

‐２‐ｌ‐
‐
‐１
上
固
全

24
27
18
9
15
4

睛

752
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084
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131
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216
359
103
259
307

242
026
144
056
234
337
320
275
106
219

701
539
561
531
640
591
621
428
364
373

014
124
175
0H
296
465

790
743
718
687
652

‐567

184
180
038
334
142
H4

301
007
291
027
139
011

749
600
632
584
552
550

237
245
449
337
533
303

172
170
014
302
283
060

741
634
616
607
534
482

032
180
167
131
141
299

636
523
610
591
668
417

116
222
266
066
017

l15
178
171
070
084

005
239
009´
261
432

717
703
671
590
456

540
633
555
426
402

5.351
19。820

3.460
12.815

3.313
12.270

2。887
10。693

15。011
55。600

表3 CSAl-2(仮 検定用に修正)の
因子分析による4因子の得点(1′。M.ll)君羊の度数

~可丁~~~T蔦:~T百:丁IF       IL群  |

1 3   1 2
2 1   1 0
1 3   1 2

3。結果 と考察

1)CSAI-2(27項 目 )と心拍数

図1は、CSAI-2の 27項目別での評価の程質

(「ポジティブ」 「少し」 「ネガティブL)に よ

って仮検定当日の各沢1定時 (「説明時」 「後部席

時」 「検定時」 「終了時」 )での心拍数を比較し

たものである。各沢J定時での27項目での評価の程

度と心拍数の関係をみると、全般的な傾向として

は、各測定時ともにポジティブな自己評価をして

いる者に比ベネガティブな自己評価をしている者

,__口 |“ |

で心拍数が高い傾向がみられた。各沢1定時の27項

目について、 t検定 した結果、説明時では 「身体

は、緊張 tノている(8)J「 身体は、 リラックスし

ている(14)」 「下手に運転するのではないかと

気が力>り(16)J I~心臓が ドキ ドキしている(17)」

「精神的にリラックスしている(21)」等の項目。

後部席時では 「実力通 りに運転できるか気がか り

(7)J「 緊張で ミスするのではないかと気がかり

(13)」 「下手に運転するのではないかと気がか

り(16)」 「目標が達成できるか不安 (19)」等の

声頂
信
「
十ヌ
　
一ノ

緊

自

不

リ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ
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+P<0。  1〔)*F)<○ .05 **P<○ .01

図 l CSAI-2(仮 検定用 に修i[:)の評価 による仮検定当 日の心拍数

項目。検定時では 「実力通 りに運転できるか気が

か り(7)」 「緊張で ミスするのではないかと気が

か り(13)」 「下手に運転するのではないかと気 ッ

がかり(16)」 等の項目c終 F時 で|`よ、 1身 体は、

緊張ヒノている(8)」 1緊張で ミスするd)ではない

かと気がか り(13)」 1上手に運転す4自 信があ

る(18)J 「目標が達成できるかL不安 (19)_|ITI

信があり、日標が達成できる(24)J等 ⊂》瞑国で

ポジティブ等の 自己評価 なしている者 に1七べ

ネガテ ィブな自己評価 をしている者紗方が心

拍数が高い傾向 (P<0.10～ P<0。 05)が み

られた。 このように説明時や終了時では 「緊

張」や 「リラックス」 |~心臓が ド
｀
キ ドキJの

「自信J等 の項目におしヽて も差がみられたが、

後部席時や検定時では、 「 実力i重りに運転

で きるか気がか り」「緊張で ミスす るのでは

ないかと気がかり_|「下手に運転するのではない

かと気がか り、1等、運転操作に対する気がか りに

関わる項目67Dみにネガティブな自己評価をし/てい

る:苔̂a)方が,由ヽ拍数が高い傾向 (P<0.10～ P<

0,()1)が みられた。

また、安静時か ら各洪1定時にかけての心拍増加

数 (差 )についても自己評liIIiの程度によって比較

したが、図 1に示 ヒノた心拍数の関係とほぼ同様の

傾向がみられ、特に検定時 (図 2)で は 「項目7、

13、1_6」等、運転操作に対する気がかりの項目

おいてポジティブ等の自己評価の者に比ベネガテ

ィブな自己言`「価なしている者の方が安静時からの

心拍増加数 (差 )も多い傾向 (P<0,10～P<0,01)

がみられた。すなわち、仮検定当日において説明

時や終了時に比べて精神的緊張の程度が強いと思

われる検定直前や仮検定時では、運転操作に対す
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図 2 CSAI-2(仮 検定用に修正 )

05 **P<0。 01

の評価による安静時か ら検定時にかけての心拍増加数 (差 )

プ
　
プ
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ジ
し
ガ

ポ
少

ネ
ロ目一

+P<0。 10 *P<0.05 **P<0。 01 **′ *P<0。 001

図 3 CSAI-2(仮 検定用に修正 )の評価 による後部席時か ら検定時にかけての心拍増加数 (差 )

る気がか りの程度が強い者の方が心拍数が高 く、

安静時からの心拍増加数 (差 )も多い傾向が示さ

れた。しかし、「胃が緊張 している(11)」「検定結

果について、他の人々ががっかりするのではないか

と気がかり(22)」「今、手が汗ばんでいる(23)」

「身体がコチコチになっているような気がする(26速

等の項目は仮検定の各測定時(図1)では一定した

傾向は認められなかったが、図3に示すように検定

直前の後部席から検定時にかけてのフ亡ヽ描増tコ数

(差 )をみるとポジティブな自己評価の者に比べ

ネガティブな自己評価をしている者の方が増加数

(差 )が多くなっており、有意 (P<0.05～ P<

0.001)な 差が認められた。

すなわち、検定前の状況不安の調査において、

運転操作に対する気がかりの程度が強い者は、

後部席や検定時の心拍数が高 く、安静時からの心

拍増加数 (差 )が多 くなっているのに対して、「胃

が緊張している」 「手が汗ばんでいる」 「身体が

コチコチになっている」等の自律神経系 (交感神

経系 )の緊張があったと自己評価している者は、

検定直前から検定時にかけての心拍増加数 (差 )

が多い傾向にあったといえよう。このことは、緊

張時での、状況不安の 「内容」や 「程度」等によ

って心拍数の変動には差異のあること、また、そ

れらの関係は、緊張場面の時期 (検定前、検定直

前、検定時、終了時等の )等によっても差異のあ

ることを示唆するものではなかろうかと思われる。

2)CSAI-2の 因子分析による各因子 と心拍数

図4は 因子分析によって抽出した 「緊張」 「自

信」 「不安」 「リラックス」の各因子における、

L,M,Hの 各群によって、仮検定当日(説明時

～終了時 )の心拍数の推移を比較したものである。

図4に 示すように、4因子ともに各測定時を通し

て 「L群 」に比べ 「H群 」で心拍数が高 くなって

おり、ほぼ一定 した傾向がみられた。 t検定の結

果、 「緊張」因子では、後部席時のL群 とM群 に

5%水 準、検定時のL群 とM群 及びL群 とH群 に

それぞれ 5%水 準、 「不安」因子では、検定時及

び終了時のL群 とH群 にそれぞれ5%水 準で有意

な差が認められた。しかし、 「自信」と 「リラッ

クス」因子では各測定時を通して有意な差は認め

られなかった。すなわち、緊張や不安の程度が弱
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る仮検定当日の心拍数の推移

い者に比べ緊張や不安の程度が強し

の心拍数が高いと言えよう。

また、各因子の得点群によって、
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「不安J因 子では説明時 (P<0.10)除 く、後部席

時、検定時、終了時の各測定時において有意 (P

<0.05)な 差が認められた。このように、 「不安」

因子は低得点群から高得点群になるに従っで、す

なわら、不安の程度が強 くなるに従って、仮検定

当日の心拍数が高 く、安静時からの心拍増加数

(差 )が多 くなっており、一定 Lノた傾向lがみられ′

た`〕ヒノかtノ、 「緊手長_1、 「
~白

f言J、 「
~り.ラックスJ

の3因 fで は得′嗽群と心拍増加数 (差 )に は、各

損1定時をi重して有意な差は認めらオ1北か った.こ_

オ1/らのことから、今回の仮検定時の心1白数の変動

|ま「緊張_J「
~自

信J「 不安_J「リラ‐ソク.ス1の 4

因子の中でみると、 「不安J因 子と最 も関{系があ

ると言えるので↓まないかと思われ′る。

丹羽
12)ら

は、スポーツ選手を対象にし′た 「あが

りJの 心理 ・生理的徴候と不安等との関係につい

て質問紙による調査を行っている。その結果、脈

拍が速 くなる、動1悸がする等σ)1交 感神経型の選

手の方が副交感ネ申経型の選手に比べ明らかに不安

傾向が高 く、あがりやすく、あがった状態を示すJ

こと、また、筆者らのこ_れ,までの1サ1究結果|イおい

ても、前述 tノたように、1マi貸宝時に、キ5いて、早 く

から 「あが り」1尋:議をl寺́3ていデ、1名

に対する不安の程度が;it 考ヽで、 1

多い傾向にあったことを持Fl'′千二

果においても、状況不安 (ごSAl―

気がか りの程度r/D強い者の方が,L、́rl■れ」,「,「
・

`,
く、 「緊張」 |~自信」 「不安」 iリラノ・́ス_Lリ

4因子
・0は 1不安J因 子が,rキヽ白数の変重tとli t調

係がみられた。これらのことから、緊張]きにおtヽ

て、状況不安の程度が強いということは、心拍数

を高める一要因と考え"ることがでさcよう。tよって、

緊張時における心拍数を分析することはオr況 了́く安

の 「内容」や 「程度_1等を知る上での一・1)の手が

か りとなることが示唆された.

4.意 と わ

仮検定時を緊張塀面として捉え、状況不安の客

観的指標とtノて心拍数を測定し分析した結果、次

の二と力ゞ1旨摘できよう。

1)CSAI… 2の 27項目と心拍数の関係では、運

転操作に対する気がかりの程度の強い者は後部席

や検定時の心拍数が高く、安静時からの心拍増加

数 (差 )も多い傾向にあった。また、自律神経系

の緊張の程度が強い者は検定直前から検定時にか

けての心拍数の増加数 (差 )が多くなっていた。

2)因 子チ}析́における 「緊張J「 自信」 「リラッ

クス」 |~不安」の4因 子と心拍数の関係では、 4

因子中 「不安_1因子が最も関係がみられ、「不安J

の得点が高い者の方が仮検定当日を通して心拍数

が高く、安静時からの心拍数の増加 (差 )が多 く

なっでしヽた。

本研究に隈っていえば、状況不安の 「内容」や

「程度_1等によって、心拍数の変動に差異がみら

れ′、緊引1時における状況不安の客観l的な一指標と

なることが示唆ネイ1/1ゥ
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